
注
意 ！

令和7年度 京都府ふぐ処理師試験 予備講習会予備講習会ふぐを処理するには
ふぐ処理師免許が必要です

＼ この講習会とは別に、 必ず京都府へ願書の提出をして下さい ／
試験のお問合せは、京都府庁生活衛生課へ　☎075（414）4757　［願書提出日］9月8日（月）～9月12日（金）

申込み要領（合格者特典有）

◎「現金書留」にて下記の申込書に記入の上、所定の金額を同封してお申込み下さい。
◎申込先：〒606-8107 京都市左京区高野東開町17-3 ひばなや宛

講習会のお問合せは　山豊　☎075（311）5080　担当：山下まで（9:00～13:00厳守でお願いします）

令和7年度 京都府ふぐ処理師試験の
日時、場所などについてはこちら　

を参照してください｡

◇受講料：予備講習会…36,000円（ふぐ教本、調理師読本、処理実技用トラフグ1本、ふぐ実物鑑別５種以上）
追加実技 …… 7,000円（処理実技用トラフグ1本） 処理後持ち帰り可

お申込み後、教科書等を送付致します。
当日持参してください｡

丹後 ◆ 学科・実技講習： 9:00AM受付開始／5:00PM終了予定9月17日（水）
［場所］三河屋　京丹後市峰山町荒山371-4　☎0772（62）2540

京都 ◆ 学科・実技講習： 9:00AM受付開始／5:00PM終了予定9月16日（火）
［場所］あじわい館　京都市下京区中堂寺南町130（京都市中央卸売市場内）

!!重要!! 法改正により従事証明書が不要となりどなたでも受験できます
【申込期間】いずれの会場も8月26日（火）～9月12日（金）必着

追加実技（トラフグ1本）
追加実技は 丹後・京都講習の終了後に行います｡
お申込みは 予備講習会と同時にお願い致します｡
以前に本講習会を受けたことのある方のみ､追加実技のみの受講が可能です

前
菜
は
３
つ
の
器
で
、
マ
グ
ロ
、
ヒ
ラ
メ
、
鱧
の
造
り
３
種
に
天
ぷ

ら
、
焼
き
魚
、
デ
ザ
ー
ト
の
ブ
リ
ュ
レ
ま
で
、
蕎
麦
ま
で
の
道
の
り

も
豪
華
だ
。
こ
れ
で
５
５
０
０
円
の「
手
打
ち
蕎
麦
コ
ー
ス
」

和
食
×
酒
×
蕎
麦
の
三
位
一
体

今
で
は
蕎
麦
が
大
エ
ー
ス

龍月庵（りゅうげつあん）

吉兆の他、洋食店の開花亭でも修業を積んだが、何屋と問われれば「和食店」
と答える。修業を積んだ店で学んだ味と、自分の好み。そのハイブリッド
の味に新たなエース蕎麦。ちなみに石橋さんはソムリエでもあり、ワイン
セラーも完備。写真のコースの他、7700円、11000円のコースあり

　

創
業
は
２
０
１
７

年
。
出
身
の
栃
木
県
か

ら
大
阪
の
調
理
師
学
校

に
入
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト

キ
ャ
リ
ア
は
念
願
の
高

麗
橋
吉
兆
で
腕
を
磨
い

た
。
洋
食
の
世
界
も
経

験
し
た
が
、
独
立
は
和

食
店
と
し
て
だ
っ
た
。

京
料
理
や
日
本
料
理
で

は
な
く
、
和
食
を
謳
う
。

「
も
ち
ろ
ん
自
分
な
り
の

決
め
事
は
あ
り
ま
す
が
、

和
食
＝
自
由
な
料
理
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
店

主
の
石
橋
龍
介
さ
ん
。

　

だ
が
わ
ず
か
３
年
で

コ
ロ
ナ
禍
に
。
偶
さ
か
、

麺
類
生
衛
の
三
嶋
理
事

長
の
来
店
を
機
に
、「
コ

ロ
ナ
期
は
時
間
も
あ
り

ま
し
た
し
、『
蕎
麦
打

ち
を
教
え
て
く
だ
さ

い
』
と
」。
そ
し
て
蕎

麦
塾
で
学
ぶ
こ
と
し
ば

し
、
品
書
き
に
蕎
麦
が

増
え
た
。
今
で
は
、
特

に
昼
は
９
割
方
、
蕎
麦

の
注
文
が
入
る
。「
大

谷
翔
平
ク
ラ
ス
で
す
。

し
か
も
エ
ン
ゼ
ル
ス
時

代
の
、
絶
対
的
な
エ
ー

ス
（
笑
）」。

写
真
は
料
理
４
品
、

前
菜
が
３
品
構
成
な
の

で
実
際
は
計
６
〜
７
品

の
料
理
に
デ
ザ
ー
ト
と

シ
メ
に
蕎
麦
が
付
く

コ
ー
ス
な
の
だ
が
、
左

党
な
ら
前
菜
だ
け
で
２

合
は
い
け
る
。「
関
東

出
身
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り

蕎
麦
屋
っ
て
お
酒
を
飲

む
と
こ
ろ
な
ん
で
す

よ
」
と
石
橋
さ
ん
。
蕎

麦
屋
で
は
な
い
が
、
蕎

麦
に
至
る
料
理
を
で
あ

い
も
ん
に
、
15
種
ほ
ど

の
日
本
酒
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
は
「
オ
ッ
？
」

と
思
わ
せ
る
銘
柄
も
チ

ラ
ホ
ラ
。

よ
ほ
ど
香
り
が
強
い

も
の
で
な
け
れ
ば
各
種

ス
パ
イ
ス
も
使
う
し
、

「
ウ
チ
は
関
係
な
い
」は
危
険
！

パ
ー
ト
１
名
で
も
労
働
保
険
加
入
は
義
務
！

　

左
の
写
真
は
、
先
頃
、

京
都
府
料
理
飲
食
業
福

祉
厚
生
事
業
協
会
が
制

作
し
た
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）

加
入
を
推
進
す
る
た
め

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
。

同
協
会
は
労
働
保
険
未

加
入
店
の
一
掃
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　

労
働
保
険
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
組
合
員
各

位
が
加
入
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、中
に
は
「
ウ

チ
は
家
族
経
営
の
お
店

や
か
ら
、
労
働
保
険
は

関
係
な
い
か
な
…
」
と

お
考
え
の
組
合
員
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
を
１
人
で
も
雇
っ

て
い
れ
ば
加
入
義
務
が

あ
り
、
特
別
加
入
制
度

で
は
事
業
主
と
そ
の
家

族
も
加
入
で
き
る
。　

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、

夏
休
み
や
、
お
盆
、
年

末
年
始
、
観
光
シ
ー
ズ

ン
な
ど
、
忙
し
い
時
期

だ
け
知
り
合
い
に
手

伝
っ
て
も
ら
う
、
そ
れ

が
週
に
１
回
で
も
、
日

雇
い
で
あ
っ
て
も
、
労

災
保
険
に
は
必
ず
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ア
ル
バ
イ
ト
の
募

集
に
関
し
て
も
労
働
保

険
の
加
入
は
必
須
条
件

だ
。

　

厨
房
で
の
火
傷
や

ホ
ー
ル
で
の
転
倒
、
通

勤
途
中
の
事
故
な
ど
、

思
わ
ぬ
ケ
ガ
が
起
き
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
ん
な

シ
メ
で
も
あ
り
、
主
軸
で
も
あ
る
コ
ー
ス
の
ラ
ス
ト
を
飾
る
蕎
麦
。
京
都
産
蕎
麦
粉
を
使
っ
た
二
八
。
歯

応
え
も
し
っ
か
り
で
、「『
飲
む
』よ
り
、
ち
ゃ
ん
と『
食
べ
る
』蕎
麦
で
す
」

京都市上京区桝屋町368 別所ビル1階　☎075（708）3583
11:30～14:30（L.O.14:00）※売り切れ次第終了
17:30～22:00（最終入店20:00）／日休 ※他、臨時休業あり

場
合
で
も
労
災
保
険
に

入
っ
て
い
れ
ば
、
治
療

費
や
休
業
補
償
な
ど
が

カ
バ
ー
さ
れ
、
従
業
員

良
い
と
思
え
ば
フ
ォ
ア

グ
ラ
で
も
使
う
。
酒
肴

と
し
て
の
そ
ん
な
和
食

と
酒
、
シ
メ
の
蕎
麦
。

じ
っ
く
り
時
間
を
費
や

し
た
い
三
位
一
体
だ
。

訂
正

２
０
２
５
年
７
月
号
の

一
面
の
訂
正
文
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
文
中

「
７
月
号
」
と
し
ま
し

た
が
正
し
く
は
「
６
月

号
」
で
し
た
。
こ
こ
に

訂
正
し
、
重
ね
て
お
詫

び
し
ま
す
。

も
安
心
し
て
働
け
る
。

　

ま
た
、「
週
20
時
間

以
上
・
31
日
以
上
の
雇

用
見
込
み
が
あ
る
方
を

雇
う
場
合
」
は
、
雇
用

保
険
の
加
入
も
必
要
。

　

同
協
会
で
は
労
働
保

険
に
関
わ
る
煩
雑
な
手

続
き
の
代
行
を
し
て
お

り
、「『
短
期
間
だ
け
だ

か
ら
』『
ウ
チ
は
小
規

模
だ
か
ら
』
と
思
わ
ず

に
、
今
一
度
、
労
働
保

険
の
加
入
状
況
の
見
直

し
を
お
願
い
し
た
い
」

と
し
て
い
る
。

（１）２０２５年（令和７年）８月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３８４号

https://www.kyo-ryoinren.com
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

二
〇
二
五
年　

葉
月

令和7年7月29日現在

京
都
府 　

  
組
合
連
合
会

料　

理

飲
食
業

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

　
　
　
　
　
　

  　
　

  　
　

  
京
都
料
飲
国
保
会
館

電　

話  

２
５
２‒

０
２
８
７

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
２‒

０
２
８
８

〒
６
０
４‒

　

０
９
５
１

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

電　

話  

２
５
６‒

３
３
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
６‒

６
４
３
８

〒
６
０
４‒

　

０
９
５
１

京
都
府
社
交
料
飲
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

南
区
東
九
条
下
殿
田
町
70

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
テ
ル
サ
東
館
１
階

   

（
公
財
）京
都
府
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
内

電　

話  

６
６
１‒

６
６
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ  

６
６
１‒

６
６
６
２

〒
６
０
１‒

　

８
０
４
７

理 

事 

長　

山
岡
景
一
郎

副
理
事
長　

村
上　

裕
子

副
理
事
長　

蘆
田　

康
司

京
都
府
喫
茶
飲
食
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
寺
町
西
入
山
本
町
４
３
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
カ
ム
ラ
ビ
ル
２
階

電　

話  

２
５
６‒

１
６
４
７

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
１‒

０
２
５
０

〒
６
０
４‒

　

０
９
３
３

理 

事 

長　

浅
沼　

健
夫

副
理
事
長　

前
田　
　

剛

副
理
事
長　

山
田
喜
久
夫

専
務
理
事　

平
栗　

由
貴

京
都
魚
菜
鮓
商
協
同
組
合

　
　
　

  

京
都
市
伏
見
区
伯
耆
町
１‒

２
合
地

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

７
７
７‒

５
０
２
１

〒
６
１
２‒

　

８
０
５
５

理 

事 

長　

田
中　
　

登

副
理
事
長　

中
野
万
治
郎

副
理
事
長　

中
野　

義
和

専
務
理
事　

木
村　

裕
一

京
都
府
ふ
ぐ
組
合

　
　
　

  

下
京
区
朱
雀
宝
蔵
町
１
１
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
商
店
ビ
ル
２
階

電　

話  

０
８
０‒

３
８
４
９‒

１
２
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ  

３
１
１‒

８
１
５
８

〒
６
０
０‒

　

８
８
４
６

理 

事 

長　

吉
田　

昌
弘

副
理
事
長　

花
登　

一
彦

副
理
事
長　

榎
本　

初
幸

副
理
事
長　

柳
澤　

伸
夫

副
理
事
長　

八
田　

好
則

京
都
料
理
組
合

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
階

電　

話  

２
２
１‒

５
８
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
２‒

４
６
３
９

〒
６
０
４‒

　

０
９
５
１

組 

合 

長　

寺
田　

紳
一

副
組
合
長　

新
造　

一
夫

副
組
合
長　

園
部　

晋
吾

副
組
合
長　

辰
馬　

雅
子

京
都
府
料
理
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
階

電　

話  

２
２
１‒

５
８
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
２‒

４
６
３
９

〒
６
０
４‒

　

０
９
５
１

理 

事 

長　

園
部　

平
八

副
理
事
長　

新
造　

一
夫

副
理
事
長　

栗
栖　

正
博

副
理
事
長　

寺
田　

紳
一

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

電　

話  

２
５
２‒

３
１
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
２‒

０
６
６
８

〒
６
０
４‒

　

０
９
５
１

京
都
料
理
飲
食
業

理 

事 

長　

石
谷　

彰
男

副
理
事
長　

四
方　

幸
廣

副
理
事
長　

本
城　

忠
宏

法
令
遵
守
担
当
理
事　

寺
田　

紳
一

常
務
理
事　

藤
田
恒
二
郎

常
務
理
事　

木
村　

裕
一

　
　
　

  

東
山
区
松
原
通
東
大
路
西
入
新
シ
町
１
２
６‒

１

電
話
㈹  

５
６
１‒

１
２
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ  

５
２
５‒

１
９
３
０

〒
６
０
５‒

　

０
８
５
６

東
山
料
理
飲
食
業
組
合

　
　
　

  

左
京
区
岡
崎
北
御
所
町
33

電　

話  

７
７
１‒

３
７
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

７
５
２‒

４
０
５
１

〒
６
０
６‒

　

８
８
３
６

川
端
料
理
飲
食
業
組
合

理 

事 

長　

樫
本　

大
輔

副
理
事
長　

山
田　

義
行

副
理
事
長　

伊
藤　

英
彰

会
計
兼
副
理
事
長　

髙
橋　

一
欽

　
　
　

  

上
京
区
土
屋
町
通
一
条
下
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
西
俵
屋
町
６
５
６‒

３

電　

話  

４
５
１‒

７
１
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

４
５
１‒

８
４
６
５

〒
６
０
２‒

　

８
２
９
４

　
　
　

  

下
京
区
木
津
屋
橋
通
猪
熊
西
入
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

金
換
町
80‒

２

電　

話  

３
５
１‒

４
３
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

３
４
１‒

６
９
７
８

〒
６
０
０‒

　

８
２
５
８

　
　
　

  

右
京
区
嵯
峨
天
龍
寺
芒
の
馬
場
町
40

電　

話  

８
６
２‒

１
８
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ  

８
６
２‒

１
８
３
８

〒
６
１
６‒

　

８
３
８
５

嵐
山
料
飲
組
合理 

事 

長　

牧
野　

順
二

副
理
事
長　

吉
田　

憲
司

副
理
事
長　

田
中　

秀
幸

会
計
理
事　

早
田　

一
郎

常
任
理
事　

若
杉　

一
利

常
任
理
事　

岩
尾
孝
太
郎

　
　
　

  

京
都
市
右
京
区
西
院
安
塚
町
23

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ん
し
ょ
う
内

電　

話　

０
７
０‒

１
７
９
１‒
４
５
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
５‒

３
２
２‒
１
９
１
４

〒
６
１
５‒

　

０
０
５
１

理 

事 
長　

髙
見　
　

浩

副
理
事
長　

安
藤　

淳
史

副
理
事
長　

下
川　

大
地

副
理
事
長　

辰
馬　

雅
子

会
計
理
事　

岩
城　

昭
彦

　
　
　

  

中
京
区
雁
金
町
３
７
３

　
　
　
　
　

  　
　
　
　

 

み
よ
い
ビ
ル
２
０
５
号

電　

話  

２
３
１‒

２
６
２
７

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
１
１‒

４
６
０
４

〒
６
０
４‒

　

８
１
１
５

理 

事 

長　

松
井　

信
也

副
理
事
長　

伊
藤　

美
紀

副
理
事
長　

志
田　

幸
子

副
理
事
長　

三
浦　
　

崇

会　
　

計　

森　
　

初
恵

　
　
　

  

綾
部
市
大
島
町
畠
田
５‒

４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
風
料
理
ひ
が
し
山
内

電　

話  

０
７
７
３‒

４
２‒

０
７
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
７
３‒

４
２‒

９
０
７
９

〒
６
２
３‒

　

０
０
４
６

綾
部
料
飲
組
合
連
合
会

会　
　

長　

四
方　

幸
廣

副 

会 

長　

新
庄　
　

真

副 

会 

長　

谷
久　

憲
司

会　
　

計　

坂
口　

浩
文

　
　
　

  
与
謝
郡
与
謝
野
町
石
川
８
７
７ 

弥
次
喜
多
内

電　

話  
０
７
７
２‒

４
２‒

０
８
４
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
７
２‒

４
２‒

３
１
９
３

〒
６
２
９‒

　

２
３
０
３

　
　
　

  

福
知
山
市
問
屋
町
63
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
知
山
市
衛
生
協
会
内

電　

話　

０
７
７
３‒

４
５‒

４
５
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
７
３‒

２
３‒

９
２
５
４

〒
６
２
０‒

　

０
０
５
７

　
　
　

  

南
丹
市
美
山
町
島
住
古
瀬
28‒

９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
し
の
内

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
１‒

７
５‒

０
０
３
２

〒
６
０
１‒

　

０
７
５
１

美
山
町
料
理
飲
食
業
組
合

組 

合 

長　

神
田　

和
行

副
組
合
長　

芦
生　

佳
和

会　
　

計　

筒
井　

一
博

峰
山
町
料
飲
組
合

組 

合 

長　

戸
田　

克
典

副
組
合
長　

田
中　

良
剛

会　
　

計　

坂
本　
　

譲

　
　
　

  

宇
治
市
小
倉
町
南
堀
池
１
０
３‒

92

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
ず
し
内

電　

話  

０
７
７
４‒

２
４‒

１
５
１
５

〒
６
１
１‒

　

０
０
４
２

大
久
保
料
飲
組
合

理 

事 

長　

村
上　

善
彦

副
理
事
長　

上
田
ヤ
ヨ
イ

理　
　

事　

西
村　

聡
史

理　
　

事　

小
川　

恵
子

　
　
　

  

宇
治
市
宇
治
琵
琶
45‒

13

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治
商
工
会
議
所
内

電　

話  

０
７
７
４‒

２
３‒

３
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
７
４‒

２
４‒

６
９
３
０

〒
６
１
１‒

　

０
０
２
１

宇
治
飲
食
喫
茶
組
合

　
　
　

  

舞
鶴
市
伊
佐
津
３
２
５-

７

電　

話  

０
９
０-

８
８
２
４-

３
０
２
５

〒
６
２
４‒

　

０
８
１
６

舞
鶴
料
飲
組
合

　
　
　

  

右
京
区
太
秦
御
所
ノ
内
町
28-

７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魚
俱
楽
部
錦
は
た
な
か
内

電　

話  

８
６
４‒

０
３
５
７

Ｆ
Ａ
Ｘ  

８
８
８‒

８
６
４
９

〒
６
１
６‒

　

８
１
５
７

右
京
料
理
飲
食
業
組
合

理 

事 

長　

石
谷　

彰
男

副
理
事
長　

畠
中　
　

勉

副
理
事
長　

加
藤　

孝
行

理　
　

事　

中
川　

篤
彦

理　
　

事　

坂
口　

清
一

　
　
　

  
左
京
区
北
白
川
地
蔵
谷
町
１‒

１
２
５

　
　
　
　
　
　
　
　

北
白
川
天
然
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
内

電　

話  

７
８
１‒
４
５
２
５

Ｆ
Ａ
Ｘ  

７
８
１‒
５
０
１
６

〒
６
０
６‒

　

８
２
９
４

理 

事 

長　

藤
田
恒
二
郎

副
理
事
長　

梶　
　

憲
司

副
理
事
長　

木
村　

好
男

副
理
事
長　

中
谷　

安
志

会
計
理
事　

平
井　

利
昭

　
　
　

  

左
京
区
岩
倉
三
宅
町
４
１
５

電　

話  

７
８
１‒

０
６
１
７

Ｆ
Ａ
Ｘ  

７
８
１‒

４
３
２
６

〒
６
０
６‒

　

０
０
２
２

　
　
　

  

山
科
区
竹
鼻
地
蔵
寺
南
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
原
ビ
ル
１
Ｆ
北
側

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

５
０
２‒

２
９
８
９

〒
６
０
７‒

　

８
０
８
８

会　

長　

中
東　

久
雄

副
会
長　

那
須　
　

昇

副
会
長　

藤
谷　

宏
徳

副
会
長　

中
島　

一
彰

会　

計　

畠
中　

一
芳

会　

計　

西
川　

大
祐

　
　
　

  

伏
見
区
深
草
稲
荷
御
前
町
82‒

４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

近
江
家
内

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

６
４
１‒

２
０
０
９

〒
６
１
２‒

　

０
８
８
１

伏
見
料
理
飲
食
業
組
合

山
科
料
理
飲
食
業
組
合

理 

事 

長　

林
田　

正
誼

副
理
事
長　

西
川
日
出
男

副
理
事
長　

藤
本　

益
美

会
計
担
当　

竹
内　

多
津

　
　
　
　
　
　
（
事
務
員
）

　
　
　

  

下
京
区
綾
小
路
通
御
幸
町
西
入
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

足
袋
屋
町
３
１
７‒

９

電　

話  

３
６
１‒

８
２
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ  

３
６
１‒

８
２
３
１

〒
６
０
０‒

　

８
０
３
８

五
条
料
理
飲
食
業
組
合

　
　
　

  

下
京
区
柳
町
３
３
８

　
　
　
　
　
（
東
中
筋
通
り
正
面
角
２
階
）招
福
亭
内

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

３
７
１‒

０
５
４
３

〒
６
０
０‒

　

８
３
４
４

七
条
料
理
飲
食
業
組
合

理 

事 

長　

清
水　

久
行

副
理
事
長　

折
橋　

正
明

会
計
兼
副
理
事
長　

武
藤　
　

淳

会
計
監
査　

飯
村　

義
之

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

電　

話  

２
５
２‒

０
２
８
７

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
２‒

０
２
８
８

〒
６
０
４‒

　

０
９
５
１

理 

事 

長　

牧
野　

順
二

理
事
長
代
理　

三
嶋　

吉
晴

常
任
理
事　

栗
栖　

正
博

常
任
理
事　

佐
々
木
邦
泰

常
任
理
事　

中
東　

久
雄

常
任
理
事　

吉
田　

昌
弘

　
　
　

  

亀
岡
市
余
部
町
宝
久
保
１‒

１

　
　
　

 

ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か 

亀
岡
商
工
会
議
所
内

電　

話  

０
７
７
１‒

２
２‒

０
０
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
７
１‒

２
５‒

１
２
０
０

〒
６
２
１‒

　

０
８
０
６

亀
岡
料
飲
連
合
会

洛
北 　

  

組
合
連
合
会

料　

理

飲
食
業

西
京
都
料
理
飲
食
業
組
合

中
立
売
料
理
飲
食
業
組
合

福
知
山
市 　

  

連
合
会

料　

理

飲
食
業

京
都
上
京
料
理
飲
食
業
組
合

国
民
健
康

保
険
組
合

https://www.kyoto-nakaryo.com

理 

事 

長　

佐
々
木
邦
泰

副
理
事
長　

川
村　

岩
松

副
理
事
長　

辻　
　

雅
光

副
理
事
長　

髙
澤　

陽
一

常
任
理
事　

土
井　
　

明

会
計
理
事　

岡
本　

賢
志

会
計
理
事　

加
納　

雅
人

議　
　

長　

永
田
由
美
子

副 

議 

長　

奥
村　

洋
史

理 

事 

長　

牧
野　

順
二

副
理
事
長　

石
谷　

彰
男

副
理
事
長　

横
山　

由
数

副
理
事
長　

四
方　

幸
廣

副
理
事
長　

新
造　

一
夫

副
理
事
長　

本
城　

忠
宏

副
理
事
長　

中
谷　

安
志

事 

務 

局　

安
田　

茂
樹

京
都
下
京
料
理
飲
食
業
組
合

京
都
中
京
料
理
飲
食
業
組
合

組 

合 

長　

北
原　

康
之

副
組
合
長　

山
本
治
兵
衛

副
組
合
長　

眞
下　

弘
明

事 

務 

局　

上
林　

大
基

支 

部 

長　

公
手　
　

弥

副
支
部
長　

竹
村　

清
史

会　
　

計　

鈴
木　

孝
昌

監　

事　

上
田　

宏
輔

相
談
役　

鳴
海
晴
一
郎

会　

長　

園
部　

平
八

副
会
長　

三
嶋　

吉
晴

副
会
長　

栗
栖　

正
博

副
会
長　

四
方　

幸
廣

副
会
長　

佐
々
木
邦
泰

副
会
長　

木
戸　

邦
考

理 

事 

長　

栗
栖　

正
博

副
理
事
長　

佐
々
木
行
浩

副
理
事
長　

田
中　

克
典

副
理
事
長　

清
水　

敏
夫

副
理
事
長　

西
山　

裕
行

会
計
理
事　

井
山　

和
彦

理 

事 

長　

岡
本　

正
治

副
理
事
長　

藤
原　

豊
廣

副
理
事
長　

梅
原　

貴
之

副
理
事
長　

塩
見　

健
治

会　
　

計　

中
島　

秀
行

会　
　

計　

今
康　
　

悟

会　
　

長　

木
戸　

邦
考

副 

会 

長　

勘
原　
　

尚

副 

会 

長　

人
見　

正
卓

副 

会 

長　

堀
井　

恭
子

専
務
理
事　

庄
林　

幸
士

会
計
理
事　

関
口　

吉
則

会　
　

長　

中
山　

憲
秋

副 

会 

長　

友
繁　
　

諭

副 

会 

長　

高
野　
　

隆

副 

会 

長　

土
橋　

雅
人

専
務
理
事　

荒
砂　

和
浩

相 

談 

役　

飯
谷　

光
雄

　
　
　

  

京
丹
後
市
峰
山
町
杉
谷
１
０
１
２‒

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
乃
家
内

電　

話  

０
７
７
２‒

６
２‒

０
１
０
４

〒
６
２
７‒

　

０
０
１
２

京
都
府
飲
食
業

　
　
　
　
　

加
悦
谷
支
部

生
活
衛
生

同
業
組
合

京
都
府
麺
類
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

中
京
区
柳
馬
場
通
三
条
上
ル
油
屋
町
94

　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
つ
ね
ビ
ル
２
０
５
号
室

電　

話  

２
２
１‒

３
９
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ  

７
０
８‒

２
８
１
７

〒
６
０
４‒

　

８
１
０
３

理 

事 

長　

三
嶋　

吉
晴

副
理
事
長　

�
川　

忠
雄

副
理
事
長　

岩
尾
孝
太
郎

会
計
理
事　

槙
村　

昌
浩

京
都
府
寿
司
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

下
京
区
朱
雀
分
木
町 

市
有
地
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
連
12
号
棟
１
階

電　

話  

３
２
１‒

５
４
４
８

Ｆ
Ａ
Ｘ  

３
２
１‒

５
４
０
０

〒
６
０
０‒

　

８
８
４
７

大
宮
町
料
飲
業
組
合

　
　
　

  

京
丹
後
市
大
宮
町
口
大
野
４
７
８‒

６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
食
事
処 

七
福
内

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
７
２‒

６
８‒

０
９
１
６

〒
６
２
９‒

　

２
５
０
１

組 

合 

長　

髙
橋　

正
年

副
組
合
長　

田
中　
　

豊

会　
　

計　

平
井　

辰
男

　
　
　

  

久
世
郡
久
御
山
町
田
井
浜
代
５‒

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
御
山
町
商
工
会
館
内

電　

話  

６
３
１‒

６
５
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ  

６
３
１‒

６
７
５
０

〒
６
１
３‒

　

０
０
３
６

支 

部 

長　

岩
村　

敏
正

副
支
部
長　

稲
村　

晃
一

京
都
府
飲
食
業

　
　
　
　
　

久
御
山
支
部

生
活
衛
生

同
業
組
合

理 

事 

長　

佐
々
木
邦
泰

副
理
事
長　

花
登　

一
彦

副
理
事
長　

下
口　

利
治

副
理
事
長　

木
村　

裕
一

副
理
事
長　

荒
木　

一
雄

副
理
事
長　

柳
澤　

伸
夫

京
都
府
中
華
料
理
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
階

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
２
２-

２
５
８
０

〒
６
０
４‒

　

０
９
５
１

理 

事 

長　

杉
山　

公
和

副
理
事
長　

矢
野　

義
雄

副
理
事
長　

松
下　

貞
幹

常
務
理
事　

石
原　

健
雄

常
務
理
事　

加
地　

賢
治

京
都
府
料
理
飲
食
業
福
祉
厚
生

事
業
協
会

理 

事 

長　

恒
川　

浩
史

副
理
事
長　

西
村　

雅
憲

副
理
事
長
・
会
計　

中
澤　

秀
仁

副
理
事
長
・
庶
務　

兒
玉
庄
太
郎

理 

事 

長　

木
村　

裕
一

副
理
事
長　

谷　
　

吉
泰

副
理
事
長　

林　
　

一
郎

会　
　

計　

加
藤　

信
治

組 

合 

長　

西
山　

政
利

副
組
合
長　

奥
村　

建
至

副
組
合
長　

谷　
　

隼
人

会
計
担
当　

小
林　

登
和
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箸
や
す
め

月
に
１
回
の
定
期
刊
行
物
を
手
が

け
て
い
る
と
、
１
年
が
早
い
。
発

刊
日
と
い
う
ゴ
ー
ル
の
前
に
次
号

の
ス
タ
ー
ト
が
あ
り
、
ア
レ
ヨ
ア

レ
ヨ
と
数
カ
月
、
そ
し
て
１
年
が

過
ぎ
て
い
く
。
常
々
、
周
囲
に
は

「
年
末
年
始
、Ｇ
Ｗ
、
お
盆
休
み
が

恨
め
し
い
」
と
こ
ぼ
し
て
い
る
。

印
刷
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、

連
休
前
後
の
日
程
が
厳
し
く
な
る

か
ら
だ
。◆「
夜
討
ち
朝
駆
け
」
が

デ
フ
ォ
ル
ト
と
思
っ
て
い
る
の
だ

が
、
働
き
方
改
革
の
余
波
か
、
昨

今
で
は
印
刷
会
社
の
休
み
も
増
え

た
。
と
も
あ
れ
今
年
も
３
分
の
２

を
終
え
た
。◆
季
節
が
過
ぎ
る
早

さ
よ
り
、「
そ
の
季
節
ら
し
さ
」

が
年
々
、
薄
れ
て
い
る
よ
う
に
思

え
て
な
ら
な
い
。
梅
雨
時
の
コ
ラ

ム
に
使
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
紫
陽
花
の
写
真
も
、「
さ
て
、

梅
雨
は
い
つ
だ
っ
た
か
？
」
と
思

う
始
末
で
、
使
わ
れ
ぬ
ま
ま
お
蔵

入
り
。
祇
園
祭
も
後
祭
を
終
え
、

本
号
が
お
手
元
に
届
く
の
は
、
お

盆
も
明
け
た
頃
か
、
五
山
の
送
り

火
も
終
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。◆
世
情
も
季
節
を
問
わ
な
い

夏
バ
テ
な
の
か
、
聞
こ
え
て
く
る

の
は
物
価
が
高
い
、
食
費
が
上

が
っ
た
、
米
が
手
に
入
ら
な
い
…

と
、
う
な
垂
れ
る
よ
う
な
話
題
ば

か
り
。
連
日
報
じ
ら
れ
る
政
局
や

代
議
士
た
ち
の
報
道
も
相
変
わ
ら

ず
喧
し
く
、
も
は
や
暑
苦
し
い
。

◆
暑
い
つ
い
で
に
思
い
出
す
、
一

昨
年
の
今
頃
、
綾
部
市
の
車
道
脇

の
表
示
に
40
℃
の
表
示
を
見
た
と

い
う
コ
ラ
ム
を
書
い
た
が
、
今
や

そ
れ
も
珍
し
い
話
で
も
な
い
の

か
。
夏
だ
け
が
ど
ん
ど
ん
長
く
な

り
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
秋
の
趣
も

あ
っ
た
よ
う
な
、
な
か
っ
た
よ
う

な
…
。◆
そ
の
一
昨
年
は
ユ
ス
リ

カ
や
、
晩
夏
に
は
カ
メ
ム
シ
が
大

量
発
生
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
た

だ
で
さ
え
食
品
衛
生
に
は
気
を
遣

う
季
節
、
暑
さ
に
加
え
て
虫
対
策

に
も
ご
苦
労
が
お
あ
り
か
と
お
察

し
す
る
。
含
め
て
残
暑
お
見
舞
い

申
し
上
げ
た
い
。◆
恨
み
節
ば
か

り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
お
盆

を
過
ぎ
れ
ば
暦
で
は
秋
で
あ
る
。

料
理
人
の
方
々
に
接
す
る
た
び
、

好
き
な
季
節
を
問
う
。
や
は
り
秋

冬
を
挙
げ
る
方
が
多
い
。
実
り
の

季
節
、
食
材
が
多
い
季
節
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。◆
海
の
幸
な
ら
秋

刀
魚
は
今
年
は
豊
漁
だ
ろ
う
か
、

山
の
幸
な
ら
松
茸
の
声
も
聞
こ
え

て
こ
よ
う
。
９
月
に
な
れ
ば
米
の

収
穫
も
始
ま
る
し
、
新
蕎
麦
の
時

期
で
も
あ
る
。

電
気
代
に
ヒ

ヤ
ヒ
ヤ
す
る

の
も
、
も
う

し
ば
ら
く
の

辛
抱
だ
。
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残
暑

お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

　

来
る
本
年
の
10
月
、

京
都
商
工
会
議
所
議
員

の
３
年
任
期
が
満
了
と

な
り
、
改
選
が
行
わ
れ

る
。
当
組
合
の
理
事
長
・

牧
野
順
二
氏
が
、
５
期

在
籍
し
た
佐
竹
力
総
氏

か
ら
バ
ト
ン
を
引
き
継

ぎ
、
各
組
合
を
代
表
し

て
議
員
を
務
め
て
い
る
。

　

牧
野
理
事
長
は
「
各

組
合
に
貢
献
す
る
た
め

に
、
ま
だ
実
現
で
き
て
い

な
い
こ
と
も
あ
る
」
と
し

て
、
引
き
続
き
議
員
を

継
続
し
た
い
意
向
だ
。

京
都
商
工
会
議
所 

議
員
改
選

選
挙
に
つ
い
て
ご
協
力
を

　

去
る
令
和
７
年
７
月

３
日（
木
）、
京
料
理 

六

盛
に
お
い
て
、
川
端
料

理
飲
食
業
組
合
が
令
和

７
年
度 

第
１
０
５
回
の

定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
に
先
が
け
て
、

例
年
行
わ
れ
て
い
る
衛

生
管
理
に
つ
い
て
の
講

組
織
一
丸
で
乗
り
越
え
た
い

川
端
料
飲
組
合 

総
会

　

去
る
令
和
７
年
６
月

25
日
（
水
）、
福
知
山
料

理
飲
食
業
連
合
会
の
親

睦
バ
ス
旅
行
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

会
員
・
賛
助
会
員
を
合

わ
せ
て
合
計
20
名
。

　

京
都
縦
貫
道
を
南
へ

進
み
、
途
中
、
味
夢
の

里
で
知
ら
れ
る
京
丹
波

Ｐ
Ａ
、
第
二
京
阪
道
路

に
入
り
京
田
辺
Ｐ
Ａ
で

親
睦
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

福
知
山
料
飲
連
合
会

　

今
回
の
改
選
は
牧
野

理
事
長
が
務
め
る
一
号

議
員
の
選
挙
で
あ
り
、

京
都
商
工
会
議
所
員
か

ら
の
投
票
で
決
定
す
る

（
立
候
補
者
が
定
数
を
超

え
な
い
場
合
、
選
挙
な

し
で
継
続
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
）。
つ
い
て
は

「
会
員
各
位
、
ま
た
関
係

各
所
に
は
ぜ
ひ
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
」
と
、

協
力
を
求
め
て
い
る
。

休
憩
を
挟
み
な
が
ら
奈

良
へ
。

　

京
都
か
ら
そ
の
ま
ま

南
下
す
る
と
思
い
き
や
、

第
二
京
阪
で
門
真
か
ら

東
大
阪
を
経
由
し
た
方

が
、
奈
良
に
行
く
に
は

早
い
と
の
こ
と
。

　

奈
良
公
園
で
は
シ
カ

と
外
国
人
観
光
客
の
多

さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
な
が

ら
、
公
園
周
辺
を
散
策

し
て
、
昼
食
は
柿
の
葉

寿
司
の
名
店
・
倭
膳
た

ま
ゆ
ら
で
会
席
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

梅
雨
空
で
心
配
し
ま

し
た
が
、
福
知
山
で
も

奈
良
で
も
傘
の
出
番
は

な
く
、
楽
し
い
親
睦
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。

副
会
長 

土
橋
雅
人

習
会
を
行
い
、
総
会
に

は
25
名
が
参
加
。
６
つ

の
議
題
は
全
て
承
認
さ

れ
た
。

　

役
員
改
選
期
で
は

あ
っ
た
が
、
役
員
は
全

て
留
任
。
樫
本
大
輔
理

事
長
は
「
米
を
は
じ
め

と
す
る
物
価
の
高
騰
な

ど
、
厳
し
い
こ
と
も
多

い
が
、
組
合
一
丸
と
な
っ

て
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

総
会
後
は
来
賓
を
迎

え
て
28
名
が
懇
親
会
に

参
加
、
名
物
と
な
っ
て

い
る
多
く
の
景
品
を
用

意
し
た
ビ
ン
ゴ
大
会
な

ど
が
行
わ
れ
、
親
睦
を

深
め
た
。
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お
酒
は
20 

歳
を
過
ぎ
て
か
ら

よ
ろ
こ
び
の
清
酒

2つとない風味あん

東山区本町9丁目127-1
電話 （531） 2177 （代表）

園遊会・バザー・業務用

1号缶
2号缶
4号缶

遠隔地向長期保存
進物用、ご家庭用

缶
詰 }

味 み ふ じ不 二
小倉あん ぜんざい こしあん

令
和
７
年
度 
全
国
中
華
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

京
都
か
ら
も
、
奮
っ
て
応
募
を
！

京
都
府
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０

⒈ 

撮
影
環
境

◆
で
き
る
だ
け
自
然
光
の
下
で
、
明
る
い
場
所
で
撮
影
し
て
下

さ
い
。※
直
射
日
光
（
但
し
、
余
り
に
光
量
が
多
い
場
合
は
白

色
が
飛
ぶ
の
で
Ｎ
Ｇ
）
の
下
で
撮
影
で
き
れ
ば
ベ
ス
ト
で
す
。

◆
料
理
の
下
地
に
は
、
で
き
る
だ
け
単
色
の
布
、
ま
た
は
、（
光

を
反
射
し
な
い
）
紙
を
敷
い
て
下
さ
い
。

◆
料
理
の
周
辺
に
は
、
何
も
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

⒉
撮
影
方
法

◆
料
理
は
、
フ
レ
ー
ム
い
っ
ぱ
い
に
撮
影
せ
ず
、
周
辺
を
残
す

形
で
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。※
特
に
、
部
分
ア
ッ
プ
の
形
に
す

る
こ
と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
後
の
編
集
・
加
工
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

◆
フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮
影
を
す
る
場
合
は
、白
飛
び
（
真
っ
白
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
）
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
画
像

が
ど
う
し
て
も
暗
い
場
合
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
て
構

い
ま
せ
ん
が
、
基
本
的 

に
は
露
光
オ
ー
バ
ー
（
光
が
強
す
ぎ

る
）
の 

こ
と
が
多
い
の
で
、露
光
調
節
機
能
が
な
い 

場
合
は
、

光
が
出
る
部
分
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど 

で
お
さ
え
る
こ
と
で
調

整
で
き
ま
す
。

◆
撮
影
角
度
は
、
真
上
や
真
横
を
避
け
て
、
45
度
〜
60
度
程
度

を
目
安
に
し
て
下
さ
い
。※
真
上
か
ら
撮
影
す
る
と
、
全
体
は

見
え
ま
す
が
、ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
な
く
、平
べ
っ
た
い
印
象
に
。

材
料
の
厚
み
な
ど
も
不
明
に
な
り
ま
す
。

◆
横
向
き
で
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。
印
刷
用
に
使
用
す
る
画
像

は
４
：
３
の
比
率
の
横
長
で
す
。
や
や
正
方
形
に
近
い
横
長

で
す
の
で
、
縦
長
の
撮
影
は
Ｎ
Ｇ
で
す
。
ま
た
、
４
：
３
の

比
率
設
定
が
で
き
な
い
機
器
で
横
長
で
撮
影
の
場
合
、
上
下

に
十
分
な
余
白
が
あ
る
よ
う
に
し
て
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。

⒊
画
素
数
な
ど

◆
デ
ジ
カ
メ
で
設
定
で
き
る
最
大
サ
イ
ズ
で
撮

影
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ス
マ
ホ
や
携
帯

で
撮
影
す
る
場
合
は
、
８
０
０
万
画
素
以
上

の
機
種
に
限
り
ま
す
。

◆
デ
ー
タ
を
取
り
出
し
て
メ
ー
ル
添
付
で
き
る

方
は
、
全
中
連
の
ア
ド
レ
ス
宛
に
お
送
り
く

だ
さ
る
か
、
小
さ
め
の
メ
モ
リ
ー
チ
ッ
プ
で

撮
影
し
、
全
中
連
宛
に
郵
送
し
て
い
た
だ
く

の
が
ベ
ス
ト
。
印
刷
し
た
デ
ー
タ
は
そ
の
時

点
で
劣
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

避
け
て
く
だ
さ
い
。

作
品
撮
影
上
の
注
意

審
査
基
準
を
統
一
す
る
た
め
、
最
高
原
価
率
、
売
価
を
統
一
す
る
。 

最
高
原
価
率 .......................................................

販
売
価
格 

麺
飯
の
部 ...............................

販
売
価
格 

料
理
の
部 ...............................

40
％
と
す
る

１
５
０
０
円
と
す
る

２
５
０
０
円
と
す
る

実施要領
1. 概要
応募対象

2. 地方予選および最終応募申請フロー

全中連傘下の全国全組合員を対象とする。

作品数 各組合の所属人数によって、
応募可能作品数を決定する。（応募要項参照）

作品部門 麺類、ご飯ものの「麺・飯の部」と、
一品料理を中心とした「料理の部」の２部門とする。

応募要項 別紙、レシピ付き応募用紙に記入の上、写真（データ）を
添付の上、期限までに事務局に提出する。

限定素材 今年度は「エビ」を統一材料として使用のこと。

賞

部門毎に、各賞を設ける。
審査基準を統一するため、最高原価率、売価を統一する。
● 最優秀作品賞
● 金賞
● 銀賞
● 優秀作品賞
● 特別賞

１作品（計２作品）
２作品（計４作品）
３作品（計６作品）
その他の作品
賞の対象外作品で、特に注目すべき
作品に与えることがある

......
......................
......................

..........
..................

⬇

⬇

⬇

地方組合による応募作品選定（予選・随時受付）随　時

9月16日最終 全中連　事務局に応募作品（写真及びレシピ）必着

3. 審査及び表彰　他

⬇

全国大会会場にて発表及び表彰（最優秀賞・金賞のみ）
全国大会会場にて優秀作品を展示（予定）11月5日

優秀作品レシピ集
冊子及びＷＥＢページ作成、全国組合員に配布12月下旬

９月17日～ データ加工・作品仕上げ

10月初旬 審査～審査終了
10月中旬 大臣賞賞状印刷～大臣印押印依頼

最
優
秀
賞 ..........

金　
　

賞 .............

銀　
　

賞 .....................

そ
の
他 ......

各
部
門
の
最
高
点
を
獲
得
し
た
作
品
に
与
え
る

各
部
門
の
２
位
・
３
位
の
２
作
品
に
与
え
る

各
部
門
の
４
〜
６
位
の
作
品
に
与
え
る

各
賞
に
該
当
し
な
い
作
品
で
も
、
特
に
ユ
ニ
ー
ク
な

作
品
等
に
つ
い
て
は
、
特
別
賞
を
設
定
し
て
与
え
る

賞
最
優
秀
賞
・
金
賞
の
み
を
表
彰
す
る
。 

最
優
秀
賞
に
は
賞
状
と

盾
、
金
賞
以
下
は
賞
状
の
み
。 

尚
、
正
式
賞
に
漏
れ
た
作
品
は「
優

秀
賞
」と
し
て
賞
状
を
授
与
す
る
。

表
彰

各
組
合
理
事
長
が
審
査
員
と
な
り
、
各
賞
を
決
定
す
る
。 

審
査
は

事
前
審
査
と
し
10
月
初
旬
ま
で
に
決
定
す
る
。 

上
位
作
品
が
同
点
と

な
っ
た
場
合
は
、
副
会
長
以
上
の
協
議
に
よ
り 

順
位
を
決
定
す
る
。 

審
査

応
募
用
紙
に
記
入
の
上
、
写
真
（
デ
ー
タ
で
の
提
出
を
原
則
と
す

る
）
を
添
え
て
全
中
連
事
務
局
に
提
出
。 

※
Ａ
３
大
の
写
真
用
紙

に
、
写
真
と
レ
シ
ピ
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
統
一
仕
様
で
作
成
し
、

審
査
及
び
展
示 

を
行
う
た
め
、
締
め
切
り
厳
守
と
す
る
。 

な
お
、
優
秀
作
品
は
選
抜
の
上
、
レ
シ
ピ
集
と
し
て
発
行
す
る
た

め
、「
作
り
方
」
の
部
分
に
記
入
す
る
レ
シ
ピ
は
、
作
成
手
順
を

踏
み
、
で
き
る
限
り
分
か
り
や
す
く
、
丁
寧
に
記
入
の
こ
と
。

応
募
方
法

　

全
国
中
華
料
理
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会

が
主
催
し
、
厚
生
労
働

省
が
後
援
す
る
全
国
中

華
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
が
、

本
年
も
開
催
さ
れ
る
。

　

各
年
、
創
意
に
溢
れ
、

見
た
目
に
も
美
し
い
中

華
料
理
が
受
賞
し
て
お

り
、
受
賞
作
は
本
紙
で

も
紹
介
し
て
き
た
（
本

年
２
月
号
で
は
最
優
秀

賞
作
品
を
紹
介
）。

　

今
年
の
統
一
材
料
は

エ
ビ
（
材
料
に
含
ま
れ

て
い
れ
ば
Ｏ
Ｋ
）。「
エ

ビ
に
つ
い
て
は
自
信
が

あ
る
」「
エ
ビ
の
名
物
料

理
が
あ
る
」
と
い
う
組

合
員
も
多
い
の
で
は
な

い
か
。

　

対
象
、
作
品
や
素
材

の
規
定
、
予
選
や
審
査

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
レ

ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
応

募
要
項
な
ど
は
左
記
の

と
お
り
で
、
作
品
の
撮

影
方
法
も
よ
り
細
か
く

説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

来
る
令
和
７
年
11
月

５
日
の
全
国
大
会
に
て
、

発
表
お
よ
び
表
彰
が
行

わ
れ
る
。
本
年
も
京
都

府
の
出
品
割
り
当
て
は

「
２
」。
ぜ
ひ
と
も
京
都

か
ら
の
受
賞
作
を
見
て

み
た
い
。

E-Mail
desk@zenchuren.or.jp

※一般メニューで使われるように、大きくアップ
したり 、真上から撮影したりすると、審査する場
合に正しい評価ができなくなりますので、統一仕
様で提出するようにしてください。

①
の
よ
う
な
形
で
撮
影
し
て

く
だ
さ
い
。

②
の
よ
う
に
縦
長
で
撮
影
す

る
と
、
４
：
３
の
比
率
調

整
を
し
た
場
合
、
画
像
が

切
れ
て
し
ま
い
、
正
し
い

形
を
再
現
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

③
の
よ
う
に
、
横
ワ
イ
ド
で

撮
影
し
た
場
合
も
、
上
下

左
右
と
も
に
カ
ッ
ト
さ
れ
、

内
容
が
不
明
に
な
る
恐
れ

が
大
で
す
。

縦型撮影は
NGです

撮影角度は
45°～60°

①

③

②

（５）２０２５年（令和７年）８月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３８４号



組
合
結
成
か
ら
２
８
０
年

記
念
事
業
で
地
蔵
尊
の
修
復
を

京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
料
理
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３　
﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）４
６
３
９

「
写
酔
会
」
参
加
を
呼
び
か
け

ご
自
慢
の
愛
機
の
作
を
ぜ
ひ

　

京
都
料
理
組
合
に
は

同
好
会
が
あ
り
、「
写
酔

会
」
と
い
う
。
写
真
同

好
会
で
あ
り
、
同
組
合

役
員
会
の
承
認
を
得
て

２
０
０
４
年
に
発
足
し
、

今
年
で
21
年
目
と
な
る
。

　

読
ん
で
字
の
ご
と
く
、

「
写
す
」「
酔
う
」
が
テ
ー

マ
で
あ
り
、
組
合
員
、

ま
た
賛
助
会
員
の
親
睦

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、

現
在
20
人
ほ
ど
の
会
員

が
お
り
、
年
に
２
〜
３

回
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　

去
る
令
和
７
年
６
月

21
日
（
土
）
に
は
大
阪
・

関
西
万
博
に
５
名
が
訪

れ
、
撮
影
会
を
実
施
し

て
い
る
。

　

寺
田
紳
一
組
合
長
は

「
難
し
い
写
真
を
撮
る
の

が
目
的
で
は
な
く
、
写

真
を
通
じ
て
組
合
員
、

﹇
日　
　
　

時
﹈令
和
７
年
９
月
17
日（
水
）

﹇
場　
　
　

所
﹈金
戒
光
明
寺（
黒
谷
本
堂
）

　
　
　
　
　
　

京
都
市
左
京
区
黒
谷
町
１
２
１ 

☎
０
７
５（
７
７
１
）２
２
０
４

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈京
都
料
理
組
合 

☎
０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３

ま
た
賛
助
会

員
相
互
の
親

睦
を
目
的
と

す
る
も
の
で

す
。
ご
存
じ

な
い
方
も
多

い
と
思
う
の

で
、
改
め
て

会
員
を
募
集
し
た
い
」

と
し
、
多
く
の
入
会
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

写
真
、
ま
た
カ
メ
ラ

の
愛
好
家
は
飲
食
業
界

を
問
わ
ず
、
根
強
い
。

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
カ
メ
ラ

や
デ
ジ
タ
ル
一
眼
、
ま

た
ミ
ラ
ー
レ
ス
な
ど
。

ご
自
慢
の
愛
機
、
ま
た

　

京
都
料
理
組
合
は
、

来
る
令
和
７
年
９
月
17

日
（
水
）、
黒
谷
さ
ん
こ

と
金
戒
光
明
寺
に
お
い

て
、
物
故
者
法
要
並
び

に
魚
鳥
施
餓
鬼
を
行
う
。

　

魚
鳥
施
餓
鬼
は
生
も

の
を
扱
う
職
業
と
し
て
、

魚
や
鳥
を
供
養
す
る
放

生
会
（
ほ
う
じ
ょ
う
え
）

で
あ
り
、
殺
生
を
戒
め

る
仏
事
。
供
養
と
と
も

に
大
方
丈
、
ま
た
紫
雲

の
庭
の
池
に
鳩
や
鯉
を

放
つ
。

　

金
戒
光
明
寺
の
境
内

に
は
、
江
戸
期
に
結
成
さ

れ
た
と
伝
わ
る
、
現
在
の

組
合
の
前
身
と
な
る
魚

鳥
講
の
唯
一
の
手
が
か
り

が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

新
清
和
殿
脇
に
立
つ

地
蔵
尊
が
そ
れ
で
、
こ

の
銅
製
の
地
蔵
尊
は
明

治
44
年
に
建
て
ら
れ
た

と
さ
れ
、
そ
の
台
石
の

碑
文
に
、
魚
鳥
講
は
江

戸
時
代
、
延
亭
２（
１
７

４
５
）
年
に
結
成
、
明

治
以
降
は
三
店
（
さ
ん

た
な
）
講
と
改
名
、
さ

ら
に
魚
鳥
商
に
改
め
た

記
念
に
建
て
ら
れ
た
と

あ
る
。

　

こ
の
延
亭
２
年
の
結

成
か
ら
数
え
て
今
年
は

２
８
０
年
に
あ
た
り
、

そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、

光
背
な
ど
に
傷
み
が
見

ら
れ
る
こ
の
地
蔵
尊
の

修
復
を
予
定
し
て
い
る
。

　

寺
田
紳
一
組
合
長
は

「
こ
の
催
事
の
本
来
の
大

切
な
意
味
を
、
今
一
度

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
意
向
で
、
長
い
歴

史
を
経
て
、
物
故
者
を

偲
び
相
集
っ
て
手
を
合

わ
せ
、
今
を
生
き
る
我
々

が
故
人
の
冥
福
を
祈
り
、

善
根
を
修
め
よ
う
、
と

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

組
合
員
各
位
に
は
、

歴
史
に
触
れ
る
意
味
で

も
、
万
障
繰
り
合
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
を
。

作
品
の
ご
披
露
も
含
め
て
、
ぜ
ひ

ご
一
考
を
。

　

問
い
合
わ
せ
は
京
都
料
理
組
合

﹇
☎
０
７
５
（
２
２
１
）
５
８
３
３
﹈

ま
で
。
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KICS
クレジットカード
＼取り扱いやってます／

京都料理飲食業組合連合会
075-252-0287

第
１
５
０
回
通
常
組
合
会
開
催　

保
険
料
改
定
な
ど
を
決
定

「
高
齢
受
給
者
証
」
を
交
付
し
ま
し
た

有
効
期
限
は
令
和
７
年
11
月
30
日
で
す

　

去
る
８
月
１
日
か
ら

有
効
の
「
高
齢
受
給
者

証
」
を
、「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
の
登
録
の
な
い
方
、

お
よ
び
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
の
登
録
が
あ
り
「
健

康
保
険
証
」
を
持
っ
て

い
る
方
の
自
宅
宛
て
に

送
付
し
ま
し
た
が
届
い

て
い
ま
す
か
？

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
、

「
健
康
保
険
証
」
ま
た
は

「
資
格
確
認
書
」
と
合
わ

せ
て
、「
高
齢
受
給
者
証
」

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
送
付
し
た
「
高
齢

受
給
者
証
」
の
有
効
期

限
は
、
料
飲
国
保
の
「
健

康
保
険
証
」
と
同
じ
令

和
７
年
11
月
30
日
ま
で

で
す
。

　

令
和
７
年
12
月
１
日

以
降
は
、「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
の
登
録
の
な
い
方

に
対
し
て
は
、「
資
格
確

認
書
」
と
合
わ
せ
て
「
高

齢
受
給
者
証
」
を
交
付

し
ま
す
。

　

な
お
、「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
の
登
録
の
あ
る
方

で
健
康
保
険
証
の
な
い

方
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
で
ご
自
身
の
負
担

割
合
（「
２
割
」
ま
た
は

「
３
割
」）
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

「
高
齢
受
給
者
証
」
は
交

付
し
て
い
ま
せ
ん
。

「
法
人
化
」
予
定
の
事
業
主
様
へ

直
ち
に
手
続
が
必
要
で
す

保険料
10億8,867万円

41.8％

国庫支出金
11億8,631万円

45.6％

その他補助金
6,518万円
2.6％

繰越金
2億5,602万円

9.8％

財産収入等
614万円
0.2％

歳入決算

26億232万6千円

保険給付費
11億2,787万円

49.1％

高齢者等拠出金
9億2,224万円
40.1％

共同事業拠出金
6,116万円
2.7％

保険事業費
6,150万円
2.7％

その他
656万円
0.3％

総務費組合会費
1億1,643万円

5.1％

歳出決算

22億9,577万7千円

「高齢受給者証」の交付について
▶ 令和7年11月30日までは…「

マ
イ
ナ
保
険
証
」登
録
な
し
の
方

「高齢受給者証」を
交付・医療機関窓口に提示

（有効期限：令和7年11月30日）
「健康保険証」又は「資格確認書」を提示

▶ 令和7年11月30日までは…
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」登
録
あ
り
の
方

「健康保険証」
あり

「高齢受給者証」を交付・医療機関窓口に
提示（有効期限：令和７年１１月３０日）

「健康保険証」を提示

「資格情報の
お知らせ」

「マイナ保険証」を医療機関窓口に提示
（「資格情報のお知らせ」）

▶ 令和7年12月1日以降は…

「資格確認書」
あり

（11月中に交付）

「高齢受給者証」を
交付・医療機関窓口に提示

（有効期限：令和８年７月３１日）
「資格確認書」を提示

▶ 令和7年12月1日以降は…

「資格情報の
お知らせ」

「マイナ保険証」を医療機関窓口に提示
（「資格情報のお知らせ」）

「健康保険証」
あり

「資格確認書」
あり

［公示］令和６年度京都料理飲食業国民健康保険組合歳入歳出決算書

令和６年度歳入歳出差引残高3億654万9,087円は全額、令和７年度への繰越額とする。
（差引残高＝歳入－歳出） （単年度収支＝歳入－繰入金－繰越金－歳出）

〈歳入〉
大 分 類 金　額

国民健康保険料

国 庫 支 出 金

出産育児交付金

府 支 出 金

市 町 村 支 出 金

共同事業交付金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

歳 入 合 計

1,088,671,050

1,186,311,765 

519,499 

4,365,000 

2,087,000 

58,726,000 

3,132,984 

0 

256,023,966 

2,489,176 

2,602,326,440

〈歳出〉 ������

大 分 類 金　額

組 合 会 費

総 務 費

保 険 給 付 費

後期高齢者支援金等

前期高齢者納付金等

介 護 納 付 金

共同事業拠出金等

保 健 事 業 費

諸 支 出 金

‐

歳 出 合 計

1,542,013 

114,888,809 

1,127,874,333 

457,827,868 

239,903,943 

224,513,809 

61,164,199 

61,497,444 

6,564,935

‐

2,295,777,353 

差引残高 306,549,087 単年度収支 50,525,121 第488号
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去
る
７
月
22
日
（
火
）、

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
京
都
市
上
京
区
）
に
お

い
て
、
第
１
５
０
回
通

常
組
合
会
が
開
催
さ
れ
、

役
員
（
理
事
）
の
選
任
、

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・

歳
入
歳
出
決
算
・
剰
余

金
処
分
案
、
令
和
７
年

度
補
正
予
算
案
、
組
合

規
約
の
改
正
（
保
険
料

の
改
定
）
案
等
７
議
案

が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
決
算

で
は
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
の
高
齢
者
関
係

の
国
へ
の
拠
出
金
が
増

え
た
こ
と
か
ら
、
国
庫

支
出
金
（
国
庫
補
助
金
）

も
増
額
に
な
り
ま
し
た

が
、
超
過
交
付
分
は
令

和
７
年
度
に
返
還
が
必

要
で
す
。
令
和
７
年
度

は
増
加
す
る
医
療
費
や

国
へ
の
拠
出
金
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
10

月
か
ら
の
保
険
料
の
改

定
に
つ
い
て
の
組
合
規

約
の
一
部
改
正
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
・

被
保
険
者
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
も
厳
し
い
状

況
と
は
存
じ
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
、
料

飲
国
保
の
資
格
を
喪
失

さ
れ
た
事
業
所
の
約
４

分
の
１
が
、
法
人
化
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
し
た
。

　

料
飲
国
保
に
加
入
さ

れ
て
い
る
個
人
事
業
所

が
、
株
式
会
社
等
の
法

人
に
さ
れ
て
も
、
協
会

け
ん
ぽ
の
適
用
除
外
の

承
認
を
受
け
れ
ば
料
飲

国
保
の
資
格
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

個
人
事
業
主
の
方
で

法
人
化
を
予
定
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
必
ず
、

事
前
に
（
ま
た
は
法
人

化
後
直
ち
に
）
所
属
組

合
ま
で
ご
連
絡
を
願
い

ま
す
。

　

ま
た
、
料
飲
国
保
の

資
格
を
継
続
す
る
た
め

に
は
、
法
人
設
立
（
法

人
の
登
記
）
後
、
14
日

以
内
に
所
属
組
合
ま
で

届
出
が
必
要
で
す
の
で
、

速
や
か
な
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
適
用
除

外
承
認
の
手
続
き
が
遅

く
な
る
と
、
料
飲
国
保

の
加
入
資
格
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。

（７）２０２５年（令和７年）８月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３８４号



この一皿で、高く見積もっても原価は200円弱。各店ご自慢の梅肉を添えて、
780円ぐらいの値段でも充分いけると思うがいかがだろう
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山に林…、環境の先にある
1年を通して使える春

嵯峨野有機筍

　今回ご紹介する食材は、食品会社のものではない。本業
は自然環境コンサルタント。100年後の自然を考えたサー
キュラーエコノミー、動植物の調査…。環境省や林野庁との
仕事がほとんどと言い、事業内容を語れば1冊の本になりそ
うなので割愛するが、紹介する商品は山林の再生に関わる
中で生まれた、言わば副産物だ。春の味覚の代表、筍。

取材協力：株式会社アドプランツコーポレーション
京都市中京区堺町通竹屋町上ル橘町92番地 シンフォニー御所堺町御門前B-1
☎075（708）8587　office@addplants.co.jp

世界のさぬき亭製麺所（せかいのさぬきていせいめんじょ）
亀岡市追分町谷筋25-40
TEL.0771（24）4827

庄林 幸士
Koji  Shobayashi

＼ ／

両親から店を継ぐために、会社勤めをしながら本場
香川でも随一の知名度を誇る「池上製麺所」に通い修業
し、食べ歩きも数年続けた。時間も体力も使ったが
「サラリーマン向きではないな、と自分でも思ってい
たので（笑）」と前向き。個性的なスタッフ（内1人は実
母！）にも囲まれ、店前にはストリートピアノを置き､
音楽イベントや地域活動にも精を出す充実の日々だ。

乗
り
鉄
で
、
モ
ノ
ノ
フ
で
す
　
　
　

も
も
ク
ロ
を
ゼ
ヒ
も
う
一
度
　
　

亀
岡
に
！

筍は豊作と不作を1年ごとに繰り返すと
いい、今年は豊作年。写真はサンプル品
で350g入りの瓶詰めだが、基本的には
一斗缶（10kg）での販売で17280円。
100g172.8円は安い

厳
し
い
決
ま
り
事
の
中
か
ら
創
造
を

ワ
イ
ド
に
繋
が
る
組
合
の
あ
り
が
た
さ

　

就
任
し
た
の
は
今
年

で
す
。
４
月
か
ら
で
す

ね
。
理
事
就
任
は
こ
れ

が
初
な
ん
で
す
が
、
下

京
支
部
長
み
た
い
な
こ

と
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
て
、「
次
、

ア
ン
タ
や
で
」
と
い
う

（
笑
）、
順
番
み
た
い
な

も
の
が
あ
り
ま
し
て
で

す
ね
（
笑
）。
と
も
あ
れ
、

理
事
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
当

組
合
は
、
も
と
も
と
仕

出
し
店
の
組
合
な
わ
け

で
す
が
、
当
店
は
ち
ょ
っ

と
、
と
い
う
か
か
な
り

変
わ
っ
て
い
ま
し
て
。

お
客
さ
ま
の
９
割
以
上

が
お
寺
さ
ん
な
ん
で
す

ね
。
精
進
料
理
専
門
な

ん
で
す
。
料
理
屋
と
し

て
は
、
私
で
四
代
目
と

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
に
も
商
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

て
、
元
は
八
百
屋
だ
っ

た
ん
で
す
。
各
寺
院
に

野
菜
を
お
届
け
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
お
寺
の
庫

裏
で「
手
伝
え
」と（
笑
）。

そ
れ
で
精
進
料
理
を
学

ん
で
、
明
治
期
か
ら
料

理
と
し
て
お
出
し
す
る

よ
う
に
な
っ
た
、
と
。

で
す
の
で
、
元
は
「
八

百
治
」
と
称
し
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

今
は
僧
侶
の
皆
さ
ん

も
色
ん
な
も
の
を
召
し

上
が
り
ま
す
し
、
茶
懐

石
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
懐

石
料
理
に
魚
や
肉
が
含

ま
れ
る
こ
と
も
当
た
り

前
に
な
り
ま
し
た
。
で

す
が
、
開
山
忌
法
要
と

か
、
寺
院
の
公
式
行
事

で
供
さ
れ
る
お
料
理
は

今
も
厳
密
に
決
め
事
が

守
ら
れ
て
い
ま
し
て
、

肉
や
魚
は
使
い
ま
せ
ん
。

お
出
汁
に
し
て
も
、
鰹

は
使
わ
ず
、
昆
布
や
椎

茸
、
大
豆
の
出
汁
を
使

い
ま
す
。
大
根
の
煮
汁

も
出
汁
に
な
り
ま
す
し
、

い
わ
ゆ
る
ベ
ジ
ブ
ロ
ス

で
す
ね
。
野
菜
な
ら
何

を
使
っ
て
も
良
い
と
い

う
わ
け
で
も
な
く
て
、

ネ
ギ
、
玉
ね
ぎ
、
ニ
ラ
、

ニ
ン
ニ
ク
、
ら
っ
き
ょ

う
な
ど
匂
い
の
強
い
、

い
わ
ゆ
る
葷
菜
は
使
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
が
伝
統

の
部
分
、
決
ま
っ
た
も

の
で
す
。

　

一
方
で
、
新
任
の
ご

住
職
が
就
任
さ
れ
る
晋

山
式
や
落
慶
式
な
ど
で

は
、
自
由
な
料
理
を
お

出
し
し
ま
す
。
歴
代
の

ご
住
職
が
お
好
き
な
も

の
で
す
と
か
。
と
い
っ

て
も
、
魚
肉
や
葷
菜
は

使
わ
な
い
、
と
い
う
の

は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

皆
さ
ん
が
思
わ
れ
る
「
自

由
」
と
は
ず
い
ぶ
ん
イ

メ
ー
ジ
が
違
う
と
は
思

い
ま
す
が
。
決
ま
っ
た

食
材
の
中
で
お
任
せ
を

い
た
だ
い
て
、
胡
麻
豆

腐
が
枝
豆
豆
腐
に
な
っ

た
り
、
ト
マ
ト
を
使
っ

た
り
、
あ
と
ア
ボ
カ
ド

な
ど
は
、
あ
り
が
た
い

食
材
で
す
ね
。

　

機
会
は
少
な
い
で
す

が
、
一
般
の
お
客
様
、

特
に
ビ
ー
ガ
ン
の
方
か

ら
の
ご
注
文
も
増
え
て

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
方

泊
ま
り
の
お
宿
、
今
で

言
う
町
家
ス
テ
イ
で
す

か
、
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
に
、
折
詰
に
は
な
り

ま
す
が
、
お
運
び
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、

非
常
に
ス
ト
イ
ッ
ク
な

料
理
で
す
の
で
、
ど
う

し
て
も
壁
に
当
た
る
と

い
う
か
袋
小
路
に
は
ま

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
す
。
決
ま
っ
た
食
材

で
は
あ
っ
て
も
、
特
徴

は
な
く
て
は
い
け
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
「
献

立
が
変
わ
っ
て
な
い
な
」

に
聞
き
ま
し
た

京
都
魚
菜
鮓
商
協
同
組
合
　
理
事
　
上
田
倫
正

う
え  

だ   

の
り 

ま
さ

花
の
お
江
戸
は
、
八
百
八
町
。
浪
華
八
百
八
橋
に
、
京
の
八
百
八
寺
。

天
台
、
真
言
、
浄
土
宗
に
臨
済
宗
…
、
数
多
の
本
山
。

「
門
前
の
店
で
は
な
く
、
宗
派
も
問
わ
な
い
」
と
い
う
、

お
寺
の
お
出
入
り
と
し
て
は
、
非
常
に
希
な
仕
出
し
の
１
軒
。

戒
律
同
様
、
守
る
べ
き
も
の
は
必
ず
、
徹
底
的
に
継
承
し
続
け
て
お
り
、

そ
の
中
で
気
づ
き
を
得
て
、
創
造
の
糧
と
な
る
組
合
の
存
在
と
は
？

矢
尾
治
（
や
お
じ
）

精
進
料
理
。
動
物
性
食
材
を
一
切
使
わ
ず
、
仏
門
の
理
を

料
理
化
し
た
も
の
と
言
っ
て
良
い
。西
本
願
寺
、清
水
寺
、

泉
涌
寺
、
建
仁
寺
、
相
国
寺
…
。
浄
土
真
宗
に
北
法
相
宗
、

真
言
宗
に
臨
済
宗
…
名
だ
た
る
寺
院
、
ま
た
宗
派
を
も
跨

い
で
そ
の
理
を
貫
く
御
用
達
と
い
う
希
有
な
１
軒
。
各
宗

派
の
看
板
が
誇
ら
し
く
な
ら
び
、
各
院
の
焼
き
印
を
集
め

た
盆
な
ど
、よ
す
が
も
多
い
。有
機
栽
培
の
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ

ツ
や
レ
ー
ズ
ン
、
豆
乳
で
作
る
レ
ー
ズ
ン
サ
ン
ド
な
ど
、

進
化
形
の
精
進
料
理
に
も
ト
ラ
イ
し
て
い
る

珍
し
い
店
で
し
て
、
各

宗
派
か
ら
ご
信
頼
を
い

た
だ
い
て
い
る
誇
り
、

そ
し
て
戒
め
、
伝
統
継

承
の
中
で
、
創
造
を
し

て
い
か
ね
ば
、
と
思
っ

て
お
り
ま
し
て
、
組
合

青
年
会
、
料
理
研
究
会
、

そ
し
て
芽
生
会
と
い
う

の
は
、
横
の
つ
な
が
り

が
非
常
に
密
で
す
。
自

店
で
ひ
と
り
、
悩
ん
だ

り
迷
っ
た
り
し
た
と
き

に
、
こ
の
情
報
交
換
と

い
う
の
は
、
道
が
見
え

る
と
い
う
か
、
気
づ
き

が
あ
る
と
い
う
か
、
救

わ
れ
る
思
い
で
す
ね
。

　

お
陰
様
で
、
今
で
は

京
都
府
立
大
学
の
和
食

文
化
学
科
で
必
須
一
般

教
養
の
臨
時
教
員
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
て
、

実
際
に
東
福
寺
で
調
理

実
習
を
し
た
り
、
息
子

が
精
進
京
菓
と
い
う
新

し
い
精
進
ス
イ
ー
ツ
を

作
っ
て
く
れ
て
い
た
り
、

活
動
に
幅
も
出
て
き
た

と
思
い
ま
す
。

　

息
子
の
代
で
も
、
イ

タ
リ
ア
ン
や
フ
レ
ン
チ

か
ら
も
、
組
合
を
通
し

て
新
た
な
気
づ
き
を
い

た
だ
く
ん
だ
ろ
う
、
と

思
い
ま
す
。

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
て
…
。
当
組
合

の
子
会
で
あ
る
魚
菜
組

合
青
年
会
に
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
た

ん
で
す
が
、
そ
れ
を
機

に
芽
生
会
に
も
入
れ
て

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

木
乃
婦
の
髙
橋
さ
ん
が

会
長
を
さ
れ
て
い
た
頃

で
、
精
進
料
理
を
学
ぼ

う
と
い
う
試
み
が
あ
っ

て
、
２
年
間
で
臨
済
宗

の
寺
院
８
カ
所
を
巡
っ

て
勉
強
し
た
ん
で
す
。

自
分
の
足
元
を
立
ち
止

ま
っ
て
見
る
こ
と
が
で

き
て
、
こ
れ
に
は
大
変

助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
当
店
は
、

も
ち
ろ
ん
お
寺
そ
の
も

の
で
も
な
く
、
門
前
の

店
で
も
な
く
、
し
か
も

宗
派
を
問
わ
ず
に
お
料

理
を
提
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京都では洛西が有名だが、歴史的な話をすれば、景観地で
ある嵯峨野の竹林も1000年前からずっとある。同社がそ
の嵯峨野の景観竹林、また生態系の保全と並行して活用
ゾーンを設け、有機 JAS資格を取得、無農薬で有機栽培
をしており、さらに乳酸発酵させることで保存料なども未使
用という筍の水煮だ。肉厚で歯応えもあり、旨味も高い。「冬
場に鱧」など、観光客から時季外れのご要望を受けた向き
もあるのではないだろうか？ 水煮ではあるが、先述の特徴
と味を持ったこの嵯峨野ブランドの筍なら、夏でも秋でも冬
でも、春の味覚を提供できるという寸法だ。例えば、今の
季節なら夏野菜と合わせてみる。写真は筍50g、水茄子を
30g、ミョウガ一房、大葉3枚
をカットして和え、梅肉を添え
ただけのものだが、筍の歯応
え、夏野菜のみずみずしさと風
味を味わえる。秋なら松茸と？ 
冬なら寒ブリと？ オールシーズ
ン、観光客のワガママ？ ドン
と来なさい。
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